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2020年度，西湖クニマス展示館（以下，展示館）で展示されているクニマスOncorhynchus kawamuraeのうち，

雌 6尾が良質卵を生産した 1)。これらは，2017年度に西湖の天然親魚から人工繁殖により得られた養殖第一世代

のクニマスで，忍野支所（以下，支所）で親魚養成試験を実施している集団と同由来の魚である。対して支所の

飼育環境下では，成熟個体の出現率が低いことに加え，卵質が極端に悪いことが明らかとなっている 2,3)。 

支所での成熟不良の要因は親魚養成水温と推測される一方で，支所のクニマスにみられる腎石灰化症候群（以

下，腎石灰症）や窒素ガス病，真菌症が影響している可能性もある。養殖第一世代のクニマスで健康不良の個体

が少なくない支所に対して，同由来の展示館飼育魚には，先の疾病と判断される個体は見られず，環境因子が疾

病の発生に関与している可能性も考えられる。そこで，展示館と支所の飼育水について，衛生環境研究所と共同

で水質項目を定期的に測定して比較検討した。なお，本研究は山梨県総合理工学研究機構研究課題の一環として

実施した。 

 

材料及び方法 

 2021年 5月 27日に支所低温親魚養成試験の対照区及び冷却区の飼育水（以下，総称するときは支所飼育水，

個別にいうときは対照区飼育水または冷却区飼育水），展示館展示水槽の飼育水（以下，展示館飼育水）を採水し，

水温，pH（東亜DKK，HM-30R），導電率（東亜DKK，CM-60G），溶存酸素（ヨウ素滴定法，ウィンクラー・ア

ジ化ナトリウム変法），全窒素（高圧分解-紫外線吸光光度法），カルシウムイオン，マグネシウムイオン，硫酸イ

オン，銅イオン（以上イオンクロマトグラフ法）を分析した。分析は衛生環境研究所が実施した。 

 水質分析の結果，展示館と支所とで差がみられた項目（水温，pH，導電率，カルシウムイオン及びマグネシウ

ムイオン，銅イオン）について，2021年 7,9,11月,2022年 1,3月の各中旬頃に 1回採水して同様に分析した。カル

シウムイオン及びマグネシウムイオンの測定値は全硬度（CaCO3mg/L）に換算した。また，支所ではクニマス飼

育に際し，窒素ガス病及び二次的に発生する水カビ病対策として，井戸受水槽内で強く曝気し，池の注水に対し

所定量の銅ファイバーを浸漬している。展示館では特に対策をしていないが窒素ガス病の発生が見られない。  

そこで 7月以降の測定では，溶存窒素飽和度（炭酸ガス湧出法）も測定した。さらに 1月の測定では，総アルカ

リ度（硫酸滴定法，終点 pH4.8）も測定した。 

 

結 果 
 水温，pH，導電率，硬度，溶存酸素，溶存窒素，銅イオンの測定値の平均を表に示す。いずれの測定回次でも，

導電率と硬度は常に支所飼育水の方が高く，導電率は約 1.5倍，硬度は約 2倍の差があった。pHは展示館飼育水

の方が 0.5近く高かった。総アルカリ度もまた，1回のみの測定だが支所飼育水の方が高く，導電率同様に約 1.5

倍の差があった。溶存窒素飽和度については，展示館飼育水は対照区飼育水と同じ約 113%であり，半循環飼育を

している冷却区飼育水の方がそれらより 7%低い 106%であった。 
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表 水産ᢏ⾡ࢭンࢱー忍野支所及び西湖クニマス展示館の飼育水の比較結果 

 

 

⪃ ᐹ 

現ᅾ，支所のクニマス飼育で支㞀となっている疾病は窒素ガス病，腎石灰症，真菌症であり，真菌症を㝖いて

水質の関与が␲ࢃれる疾病である。窒素ガス病は，支所では以๓から࣓ࣄマス➼で発生している 4)。2016-2017年

には，支所飼育水の溶存窒素飽和度は平均 113%（108-116%）で，115%⛬度を発症リスクと推定している 4)。 

௒回の測定値も᪤ሗと同様であったが，クニマスに関しては平均 106%と比較的飽和度の低い冷却区をྵࡵて

発生している。⥅代がὸく飼育環境に㥆化していないこともあࢁうが，支所飼育魚の中でも特に発症リスクが高

い可能性もあった。しかし，展示館飼育水の溶存窒素ガス飽和度は，支所飼育水と同ࣞ࣋ルの平均 113%であるに

も関ࢃらず，展示館の飼育魚には窒素ガス病が␲ࢃれる様子がない。溶存窒素以外の因子が関与しているかは明

らかでなく，支所飼育水では飽和度に関ࢃらず発症リスクがある๓ᥦで対策を⥅⥆するᚲ要がある。 

腎石灰症はሗ࿌౛が少なく，支所でもクニマス以外の魚✀に発生は見られない。腎石灰症は，カルシウムやア

ルカリ度（炭酸イオン，㔜炭酸イオン）が高いことな࡝が発症要因と推測されており，成長ẁ㝵の᪩い᫬期に別

の養魚ሙに魚を⛣ືさࡏることで㞀ቨはྲྀり㝖かれるという 5)。⏣⏿ 5)と比較すると，硬度は支所飼育水の方が

低いが，アルカリ度は᱆㐪いに高い。ただし，一⯡にᆅ下水の総アルカリ度は 30—80mg/Lとされ，支所飼育水も

その⠊ᅖにある。導電率が高いのも，硬度とアルカリ度の高さを཯ᫎしていると考えられる。展示館飼育水の硬

度やアルカリ度は支所より低いにも関ࢃらず，pHは展示館飼育水の方が高く，この差についてཎ因は分からなか

った。いずれにࡏよ支所飼育水は腎石灰症のཎ因と推測されている硬度やアルカリ度が高く，1ṓ（30gᮍ‶）で

展示館に⛣ືさࡏたクニマスでは発生がみられないことから，支所飼育水で発症リスクが高いと考えられ，硬度

やアルカリ度（炭酸イオン➼）を下ࡆる対策がᚲ要と考えられる。  

また，水質以外で関与が␲ࢃれる要因として，飼ᩱの࣑ネラル不均⾮がᣦ᦬されている 5)。㓄合飼ᩱの成分の

50%๓ᚋを༨ࡵる魚⢊には㦵由来の第୕リン酸カルシウムがከくྵまれるたࡵ，支所飼育水中のカルシウム成分

がከいことに加え飼ᩱ中のカルシウムが」合的に影響している可能性もある。そうであれࡤ，魚⢊㓄合率の低い

飼ᩱの౑⏝も検討の౯値がある。 

 
ㅰ ㎡ 
クニマス展示館で飼育⟶理をᢸᙜしているΏ㎶ᏳྖẶには，試ᩱ採水࡬のࡈ༠ຊとともに，クニマスの飼育方

法について᭷┈なࡈຓゝを㡬きました。グしてཌくお♩⏦し上ࡆます。 
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冷却区，対照区は低温親魚養成試験池

2021年5/27,7/16,9/17,11/19,2022年1/14,3/23の各測定値の平均値。ただし溶存窒素は5月未測定、総アルカリ度は1/14のみの測定値。
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